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で
、
日
ご
ろ
の
仕
入
れ
や
諸
経
費
の
支

払
い
に
充
て
る
資
金
の
こ
と
で
す
。

　

経
常
的
な
仕
入
れ
の
た
め
に
経
常
運

転
資
金
を
借
り
入
れ
た
場
合
、
販
売
の

都
度
、
そ
の
代
金
で
借
入
金
を
返
済
し

て
い
る
と
、
次
に
仕
入
れ
る
た
め
の
資

金
を
す
ぐ
に
再
び
借
り
入
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
経
常
運
転
資
金
の
借

入
れ
は
通
常
１
年
以
上
の
期
間
を
と

り
、
一
度
の
借
入
れ
で
「
仕
入
れ
↓
販

売
↓
仕
入
れ
」
と
い
う
事
業
サ
イ
ク
ル

を
何
回
も
繰
り
返
し
ま
す
。

　

経
常
運
転
資
金
は
、
特
定
の
商
品
の

仕
入
費
用
や
経
費
に
直
接
対
応
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
チ

ャ
ン
ス
を
獲
得
し
、
不
適
切
な
融
資
を

防
止
す
る
た
め
に
、
経
常
運
転
資
金
の

意
味
と
仕
組
み
を
よ
く
理
解
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

常
運
転
資
金
」
と
は
、
臨
時

運
転
資
金
以
外
の
運
転
資
金

「
経

売
上
債
権
を
現
金
化
す
る
ま
で�

穴
埋
め
の
資
金
が
必
要

　

毎
日
仕
入
れ
た
商
品
が
当
日
売
れ
残

ら
ず
に
完
売
す
る
店
で
あ
れ
ば
、
販
売

代
金
で
翌
日
の
仕
入
れ
を
行
い
、
ま
た

そ
れ
が
完
売
す
る

│
と
い
う
サ
イ
ク

ル
が
続
く
限
り
、
必
要
な
運
転
資
金
は

最
初
の
１
日
分
の
仕
入
資
金
だ
け
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
実
の
商
売
で
は

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
売

上
が
計
上
さ
れ
て
も
、
次
の
仕
入
れ
に

充
当
で
き
な
い
「
売
上
債
権
」（
売
掛

金
、
受
取
手
形
）
が
発
生
す
る
か
ら
で

す
。
売
掛
金
や
受
取
手
形
が
現
預
金
に

換
金
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
運
転
資
金
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
売
れ
残
り
を
含
め
、
店
頭
在

庫
以
外
の
商
品
・
製
品
の
在
庫
を
ま
っ

た
く
持
た
な
い
こ
と
も
現
実
的
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
在
庫
（
棚
卸
資
産
）
は
次

の
仕
入
れ
に
充
当
す
る
現
金
を
生
ま
な

い
た
め
、「
棚
卸
資
産
」
の
分
も
運
転

資
金
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
仕
入
れ
に
お
い
て
「
仕
入
債

務
」（
買
掛
金
、
支
払
手
形
）
を
利
用

す
る
と
、
支
払
期
日
ま
で
の
間
は
現
金

を
支
払
わ
な
く
て
よ
い
た
め
、
そ
の
分

だ
け
運
転
資
金
の
所
要
額
が
減
少
し
ま

す
。

会
社
の
規
模
や
特
性
を
踏
ま
え�

回
転
期
間
で
適
正
か
を
判
断

　

以
上
の
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
て
、
決

算
書
か
ら
経
常
運
転
資
金
を
算
出
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
卸
売
業
で
あ
る
Ａ
社
の

平
成
24
年
度
決
算
書
（
サ
ン
プ
ル
１
）

に
基
づ
い
て
計
算
し
た
の
が
計
算
式
１

で
す
。
経
常
運
転
資
金
所
要
額
は
、
売

上
債
権
や
棚
卸
資
産
の
額
が
増
え
る
と

増
加
し
、
仕
入
債
務
の
額
が
増
え
る
と

減
少
し
ま
す
。

　

売
上
債
権
、
仕
入
債
務
、
棚
卸
資
産

等
は
会
社
の
規
模
に
よ
り
異
な
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
ら
の
額
だ
け
で
は
適
正
か

ど
う
か
は
判
断
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
規
模
の
違
い
を
踏
ま
え
て
取
引
先

の
状
況
や
特
性
を
把
握
す
る
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
資
産
・
負
債
が
何
日
分
の
売

上
に
相
当
す
る
か
を
表
す
「
回
転
期

間
」
と
い
う
尺
度
を
用
い
ま
す
。

　

Ａ
社
の
場
合
で
は
、
売
上
債
権
額
１

億
２
０
０
０
万
円
は
、
60
日
分
の
売
上

高
に
相
当
し
ま
す
（
計
算
式
２
）。
こ

れ
は
言
葉
を
変
え
る
と
、
Ａ
社
で
は
売

上
債
権
の
回
収
に
60
日
か
か
っ
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
方
、
仕
入
債
務

は
30
日
で
決
済
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
売
上
債
権
回
転
期
間
と

仕
入
債
務
回
転
期
間
の
差
で
あ
る
30
日

間
の
売
上
高
に
相
当
す
る
６
０
０
０
万

円
の
運
転
資
金
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
棚
卸
資
産
３
０
０
０
万
円

を
合
わ
せ
る
と
、
経
常
運
転
資
金
所
要

額
は
９
０
０
０
万
円
で
す
。

　

回
転
期
間
は
業
種
、
販
売
先
・
仕
入

先
、
取
扱
製
商
品
等
に
よ
っ
て
大
き
く

異
な
り
ま
す
か
ら
、
類
似
し
た
事
業
を

営
む
他
社
と
回
転
期
間
を
比
較
す
る

と
、
取
引
先
の
資
産
・
負
債
の
額
、
そ

し
て
経
常
運
転
資
金
が
適
正
か
ど
う
か

を
確
か
め
る
参
考
に
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
売
上
債
権
回
転
期
間
や
棚
卸

資
産
回
転
期
間
が
異
常
に
長
い
場
合
、

前
者
で
は
回
収
不
能
な
債
権
が
、
後
者

で
は
在
庫
の
劣
化
が
発
生
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
と
き
は
、
決
算
書
の
付

属
明
細
書
で
内
容
を
確
認
す
る
ほ
か
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
や
実
査
を
し
っ
か
り
行
い

ま
し
ょ
う
。

適正な運転資金の額は
決算書からこう分析する

特集 完全マスター！運転資金の発生要因と融資対応

　決算書から運転資金所要額の妥当性を分析・検
証するための基本ポイントを解説します。 吉野 裕 ちばぎん総合研究所　常務取締役

経
常
運
転
資
金
は

こ
の
よ
う
に
分
析
し
よ
う

計算式１　平成24年度の経常運転資金

　 経常運転資金所要額（単位：百万円）

＝売上債権−仕入債務＋棚卸資産

＝（30＋ 90）−（20＋ 40）＋ 30

＝ 90

計算式２　平成24年度の回転期間

売上債権回転期間
売掛金＋受取手形
─
１日あたりの売上高

＝
30＋90
─
730÷365

＝60日

仕入債務回転期間
買掛金＋支払手形
─
１日あたりの売上高

＝
20＋40
─
730÷365

＝30日

サンプル１　Ａ社の平成24年度決算書� （単位：百万円）

貸借対照表 損益計算書

流動資産 180 流動負債 180 売上高 730

現金、預金 30 支払手形 40 　売上原価 480

受取手形 90 買掛金 20 売上総利益 250

売掛金 30 短期借入金 90 　販売費および一般管理費 200

商品 30 その他流動負債 30 営業利益 50

固定資産 600 固定負債 400 　営業外収益 10

建物 200 長期借入金 400 　営業外費用 25

設備 50 負債合計 580 経常利益 35

土地 300 株主資本 200 税引前当期純利益 35

その他固定資産 50 純資産合計 200 　法人税等 15

資産合計 780 負債・純資産合計 780 当期純利益 20


